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医学部 ・保健医療学部1年 生の離島地域医療実習における「気づ き」
　　　　　－実習後のレポー トおよびグループ学習発表記録の分析から－
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医学部 ・保健医療学部1年 生を対象にした利尻島における 「離島地域医療実習」の参加学生の実習後 レポー
トと、学内におけるグループ学習の発表記録の記述内容を分析 した。その結果、レポー トからは 「人々の
温かさ ・優 しさ ・つなが りの強さ」「離島独 自の生活習慣を把握する大切さ」「今まで知らなかった離島の
良さ」「島の仕事の大変 さ」「島の自然の豊かさ」「医療者 としての患者 との関わ りの大切さ」「島民の生活
や状況に沿った医療を行 うことの重要性」「地域医療への関心やモチベーションの向上」「医療者および札
医大に対す る島民の期待の大きさ」「離島医療の現状の厳 しさ」の10の「気づき」が抽出された。グルー
プ学習での発表記録において、学生は、家族総出でなされる島での仕事の様子や、島民同士の支え合いや
死亡事故に対す る島民の悲 しみの共有から、「人々の仕事に対する誇 り」や 「人々のつなが りの強 さ」を
具体的な言葉で表現 した。 レポー ト記載やグループ学習が学生の気づきを促 し、利尻島に暮らす人々の生
活や離島医療に対する理解を深めていった。
キー ワー ド:離 島地域医療実習、生活体験、気づ き、 グループ学習
Perceptions of first-year students of the School of Medicine and School of Health
Sciences who participated in “Community Health Care Practice on Rishiri Island”
        －Analysis of their reports and group presentations－
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Community Health Care Practice on a Remote Island was held in Rishiri for students in the first year
of the School of Medicine and School of Health Sciences of Sapporo Medical University. The stu-
dents wrote reports and made presentations about their learning and perceptions of the practice. To
determine the level of their cognizance, the reports and presentation documents were analyzed. In
these reports,10 categories of cognizance were found: “Warmth, kindness, strong relationships be-
tween people”,“lmportance of understanding the lifestyle”,“New findings of good things about the
island”,“Hard work on a remote island”,“The rich natural environment on Rishiri”,“lmportance of
a strong relationship between patients and medical staff”,“lmportance of providing medical care fol-
lowing peoples' expectations”,“lmprovement of interest and motivation for community health care”,
“High expectations of people for the medical staff and Sapporo Medical University”, and “Severity
of the current situation on the remote island.” Moreover, in their presentations, tudents noted "The
islander's great pride in their occupations" and the"Strong relationships between people." Writing
papers and group learning improved the students' cognizance and understanding of the people's life-
styles and the situation of community medicine on Rishiri.
Key words:community health care practice on remote island, living experience, perceptions, group
     learning
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は じめ に
　本学では、平成19年度の文部科学省特色ある大学教育支
援プログラム(以 下特色GPとす る)に 採択 された 「学部
一貫教育による地域医療マインドの形成」の中の 『離島地
域医療実習』が2年目を迎えた。この実習はすでに報告 し
ているようにU、 医学部お よび保健医療学部に在籍する
1年生を対象としたもので、生き物(命)を 知るための
「生物実習」、島の暮 らしを知るための 「生活体験」、離島
保健医療を学ぶための 「医療実習」の3つ の柱から構成 さ
れている。この3種類の学習は一見関連がないように見え
るが、学生にとってこれ ら3つの体験は、医療者 として重
要な生命への畏敬の念、多様な地域 ・生活 ・人間のありよ
うに対する感性を養 う機会になると思われる。すなわち、
生物実習による発生現象の理解は生命の誕生および生物を
深く広く知ることにつながり、生活体験および医療実習は
都市部とは異なる離島の自然 ・生活状況を体験的に理解 し、
そこに生じている健康課題、予防医療や緊急医療体制など
の離島における医療の特徴について理解することにつながっ
ていくであろう2)。
　 このような体験型の実習に学生が参加すること自体に意
味があると考えるが、離島地域医療実習は 「体験すること」
が本来の目的ではない。学生は体験を通 して多くを学んで
いくが、実習での学びを深めるためには実習後に自らの体
験を思い出し意味づけを行 うことが重要である。このよう
な実習後に行われる作業は、学習者自身が自らの知識や体
験、感情などを見つめ、意味を構築するプロセスを作 り出
すものであり3)、学生自らが感 じたことや気づいたことを
大切に し、経験の意味づけをすることで根拠の持った意欲
行動へつながっていく4}。このような観点から、我々は本
実習に参加する学生に対 して、昨年 と同様に実習前に自己
目標 をたて、実習後に 目標に対する評価を含めたレポー ト
の提出を課 し、さらに後期の地域医療合同セ ミナー1の授
業の中で、実習での体験や体験で感 じたこと等を個人やグ
ループで見つめ直す学習を行った。体験によって学生は多
くのことに感動 し、新 しい気づきを得ている。 しかし、体
験しただけでは、自己の気づきが意識化 されず、体験型学
習効果を高めることが出来ない。単に漠然 と実習に参加す
るのではなく、実習を通 して何を知 りたいのか、学びたい
のかを自らに問いかけることは、実習に能動的に参加す る
ための力とな り、実習終了後の レポー トの記述やグループ
学習は学生自らが体験を通 して学んだことを意識化 し確認
していく作業a)となる。
　学生はレポー ト作成や、地域医療合同セミナーでのグルー
プ学習とその発表準備を通して、実習のあらゆる場面で様々
なことを感 じ、学んできたことを表現 していた。特にグルー
プ学習において自己の 「気づき」を言語化 し、それ らを仲
間と共有することで、新たな気づきや体験の意味付けが深
まっていった。本報告では、このような 「気づき」を言語
化 して自分 と向き合 うという作業を通 し、離島実習参加が
学生にどのような学びや発見をもたらしたのかを知る目的
で、実習後のレポー トやグループ学習での発表記録を分析
した。
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図1　離島地域医療実習における学習内容の流れ
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実習の概要
　利尻島における離島地域医療実習は、4泊5日 の日程で
行われた。平成21年度の参加学生は医学部医学科21名、保
健医療学部看護学科6名 、理学療法学科6名 、作業療法学
科3名 であった。学生は学部混成の6名 以内の小グループ
を作 り、 「生物学実験」、「離島生活体験」、「医療実習」、
「フォ トボイス活動」の順番(図1)で 行われた実習に参
加 した。それぞれの体験の内容を以下に示す。
1)生物学実験:ウニの発生実験および解離卵割実験を行っ
た。
2)離島生活体験:利 尻島の重要な産業であり住民の多 く
が従事 している水産加工に関わる実習を行った。神成漁業
部ではウニ漁から戻った船の側でのウニの選別、殻割 りな
どの体験、高橋水産ではウニの塩水パ ック詰め体験を行っ
た。 ウニの選別では大きいウニのみを殻割 りに回 し、小 さ
いウニは海に戻す作業を行った。
3)医療実習:グループごとに異なる島の医療施設で実習
を行った。学生は2～6名 のグループに分かれ、利尻島の
4地区(鴛泊、鬼脇、仙法志、沓形)に ある病院 ・診療所、
特別養護老人ホーム、デイサー ビスセンター、地域包括支
援センター、訪問看護ステーションにおいて各施設におけ
るプログラムへの参加、訪問看護への同行などの体験を行っ
た。
4)フォ トボイス活動
　地域住民が写真を用いて、地域の強みや課題を追求する
参加型アクションリサーチの手法であるフォ トボイス活
動`〉を、医療実習が行われた4地 区で行った。地元の方の
案内で、「利尻島の人々の生活」を写真にお さめ、当日あ
るいは帰校後グループの話 し合いを通 じて島の人々や生活
への理解を深めた。鴛泊地区では漁港、フェリーター ミナ
ルにおける出発見送 りの旗ふり体験、ホテルで働 く人々の
見学などを行った。沓形地区では保健師の家庭訪問への同
行や地区の散策を行った。仙法志地区では昔の機材や方法
でとろろ昆布の製造が行われている様子の見学 と利尻の土
地や歴史についての話を聞いた。鬼脇地区では陶芸教室で
陶芸の体験 と陶芸をしている方々との交流を持った。
　なお、本実習では両学部及び医療人育成センターの教員
7名が同行 し、滞在中の生活のサポー トや調整、実習の引
率 ・指導などを行った。
離島実習のレポー ト課題と提出方法
　 レポー トは実習前に記載する 「自己目標」と実習後に記
載す る 「自己目標に対する自己評価」および 「実習全体を
通 してのふりかえり」から構成 されている。 自己評価には
実習終了後、実習前にたてた自己目標に対する評価を記載
させた。実習全体を通してのふ りかえりには、体験から感
じたこと、考えたこと、感動 したことなどを自由に記載 さ
せた。学生は学内 ウェブ上にっ くられた 「実習支援サイ ト」
にア クセス し、提出 した。 レポー ト提出後、教員は ウェブ
上で レポー トに対す るコメン トを記載 した。
地域医療合同セミナー1で のグループ学習
　離島実習終了後、地域医療合同セ ミナー1の後期の授業
で、離島地域医療実習のふ りかえ り教育を行なった。具体
的には(1)フ ォ トボイスを実施 した地区に分かれたグルー
プ学習において、各自が撮影してきた写真をもとに地域で
感 じたことや考えたことなどを話し合い、選択された写真
にボイスをつけた。(2)離島地域医療実習全体に対 して、
医療実習別のグループ学習を行ない、各自の気づきや感動
を共有 し、言語化 した。(1)、(2)共に1～2名 の教員
がグループを担当し、助言を行ない、グループ学習の成果
を(1)は セ ミナ 一ー1の時間内に、(2)は地域密着型チー
ム医療実習 ・離島地域医療実習合同報告会で発表 した。
方 法
分析対象:① レポー ト:平成21年度離島地域医療実習参加
学生36名中、33名か ら提出があったが、記入不備を除いた
30名分の レポー ト、②学内におけるグループ学習の発表記
録:フ ォ トボイス活動発表会 と合同報告会のスライ ドと発
表原稿。
分析方法:① 提出された レポー トおよび②発表記録 として
のスライ ドと発表原稿に記載されている内容を繰 り返 し読
み、「離島での生活体験 ・自然観察」および 「医療実習体
験」に分けたうえで、学生の気づきが記載されている文章
を抽出した。以上の作業は複数の研究者で行い、分析結果
の妥当性、一貫性の確保に努めた。
倫理的配慮:本 研究の報告にあた り、対象学生に研究の趣
旨を説明し、協力は自由意思であること、協力の有無によ
る不利益は生 じないこと、匿名性は保持されることを説明
し、承諾を得た。
用語の定義:
気づき:人 ・物 ・事に見て ・聞いて ・触れるとい う直接的
な体験から学生自身が感 じたこと ・学んだことを 「気づき」
と定義 した。
結 果
　本論文では、地域医療実習に参加 した学生が実習後に記
載 したレポー トと実習終了後のグループ学習での発表記録
から学生の 「気づき」に着 目して分析 した。
1　 レポー トの記載内容
　 レポー トの記載 内容か らの気づ きにっい て、1.生 活体
験 ・自然観 察(表1)と2.医 療 実習体験(表2)に わ け
て分析 した。
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1.生活体験 ・自然観察における気づき
　学生の記載内容から抽出された気づきは、1)人 々の温
かさ・優 しさ、人々のっなが りの強さ、2)離 島独自の生
活習慣を把握する大切さ、3)今 まで知らなかった離島の
良さ、4)島の仕事の大変さ、5)島の自然の豊かさであっ
た。以下これらのカテゴリーに沿って学生の気づきについ
て記す。文中の 『』内はサブカテゴリー名を示したもので
ある。
1)人々の温かさ ・優 しさ、人々のっながりの強さ
　気づきのサブカテゴリーとして 『島民の優 しさ ・温かさ
を実感 した実習』『島民のつなが りの強さ』の2つ が抽出
された。多くの学生が、実習の中で島民の方々の温かさに
触れることができたと記載していた。さらに学生は島の人々
と関わる中で、人々が島の物や住人について詳 しく知って
いることに驚き、島民どうしのつながりの強 さを感 じ、っ
なが りの強さや信頼 されることの大切 さを実感 した。
2)離島独 自の生活習慣を把握する大切 さ
　学生は離島での生活体験等を通 して、離島独自の生活習
慣 を把握する大切 さに気づいた。『離島な らではの生活習
慣』、『地域の生活を知ることの大切さ』の2つのサブカテ
ゴリーが抽出された。漁を中心 とした生活の リズム、売 り
物の昆布が家の前に干 してある風景や信号機のない道に対
する驚き、札幌 とは全く異なる生活習慣への気づきを記 し
ていた。また体調がすぐれなくても、漁がある時には漁を
優先させ病院いけないとい う利尻ならではの事情に驚き、
地域を知るためには実際に島の生活に触れ、そこに住む人々
と触れ合 うことが大切であることを実感 していた。
3)今まで知らなかった離島の良さ
　実習前に学生は、島の生活に対して 「不便である」 「つ
まらないだろう」とい うイメージが大変強 く、大変 さや困
難さのみに意識を向けていた。 しかし、実際に島を訪れ、
島の生活を体験し、島民と話すことで 『離島の良さ』を実
感 し、『島に対する印象の変化』を感 じていた。
4)島の仕事の大変さ
　今回の実習で実際にウニの選別や殻割 りなどの漁業に関
する体験を行ったことで、ウニの選別作業の腰の辛 さや ウ
ニが出荷 されるまで手間がかかることを知 り、『漁業の辛
さ ・大変さ』を実感 した。 さらに、後継者がいない、若い
働き手がいないなど 『島の仕事の厳 しい現状』に気がつ く
ことができた。
5)島の自然の豊かさ
　島の中央に位置 し、島のどこにいても見る事が出来る利
尻山の姿やボランティアの方による夕 日見物、温泉周辺の
豊かな自然に感動 していた。
2.医療実習体験における気づき
　医療実習体験に関して、1)医 療者としての患者との関
わ りの大切さ、2)島 民の生活や状況に沿った医療を行 う
表1　 生活体験 ・自然観察における学生の気づき 【レポー トか ら】
学生の気づき
具体的な記述例
カ テ ゴ リー サブカテゴリー
人々の温かさ ・優 し
さ、人々のつながり
の強さ
島民の優 しさ ・温かさ
を実感 した実習
「気 さくに対応 してくれたおかげで、暮らしぶりはもちろん人の温かさを痛感 した」「島
民の温かい人柄があって、生活体験ができた」「利尻島の皆さんは本当に親切で、温かい
人たちだった」
島民のつながりの強さ
「驚 くほどに人々が島の物 ・人について詳しく、いかにつなが りの強い生活をしている
かを理解できた」「"つながりの強 さや信頼されることの大切さ"を実感することができ
た」
離島独自の生活習慣
を把握する大切さ
離島ならではの生活習
慣
「島の生活が漁を中心としたライフスタイル ・生活 リズムであることを学んだ」「漁のた
めに早起きし、忙 しいときはほとんど寝ないなど漁の時期の大切さを知った」「家の前に
昆布が干 してある、信号機が全然無い、ガソリンが高いなどの発見があった」「自分の地
域とは全 く異なる生活習慣を知ることができた」「島民は漁が忙 しいと病院に行けないこ
とに驚いた」
地域の生活を知ること
の大切 さ
「離島に住む人々の生活や風習、考え方などその地域について色々なことを知らなけれ
ばいけないということを学んだ」「実際に島の生活に触れそこにいる人たちと話さないと
その地域のことはわからないということが、今回の実習で改めてわかった」
今まで知らなかった
離島の良さ
離島の良さ
「島の不便なところと合わせて良いところも知ることができた」「都市より狭いけど、島
なりの楽 しみがあって静かで元気なところだった」
島に対する印象の変化 「島の暮らしはつまらないだろうと思っていたが違った」
島の仕事の大変さ
漁業の辛さ ・大変さ
「ウニの選別作業の腰の辛さに驚いた」「ウニの選別、殻割 り、食部の取り出しなど出荷
までに大変手間がかかることがわかった」
島の仕事の厳 しい現状 「後継者がいなくて厳 しい環境で年配の方が働いている事に気づかされた」
島の自然の豊かさ 島の自然の豊かさ
「利尻島の自然の豊かさに感動 した」「夕日見学や、温泉への行き帰 りの道で利尻のすば
らしい自然を見ることができ、感動 した」「島の自然のすばらしさに驚いた、非常に貴重
な体験だった」
　 ・・
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表2　 医療実習体験における学生の気づき 【レポー トから】
学生の気づき
カ テ ゴ リー サブカテゴリー
具体的な記述例
コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンの 「コミュニケーションの大切さ、難 しさを感 じた」「診察で院長先生が1人1人 の訴えを
難しさと大切さ しっか りと聞いていた点が印象に残っている」
医療者としての患者 「患者と医療従事者との関係性が近く深い気がした」「病院では、医師、看護師と患者の
との関わりの大切さ 医療者と島民の近い距 距離が近くて、患者は何でも思ったことや してほしいことを聞かれなくても自分から言っ
離 ていることが印象に残っている」「看護師は利用者 と家族のように接 していた。普通の病
院の医療者と患者の関係 より、はるかに距離が近かった」
「離島は島の人達の生活に医療を合わせる必要性があると感 じた」「患者一人一人の性格
や生活実態まで把握して人として患者を診るということが理解できた」「高齢者医療は劇
島民の生活や状況に
島民の生活背景や状況
に沿った医療の大切さ
的な回復を期待するのではなく、高齢者のQOLを少 しでも維持するために行 うことが大
切であると島に行って感 じた」「利尻のように多くの人が漁業の携わるような地域では多
少無理 してでも働かなくてはいけない時期が確かに存在するので、それを踏まえた医療
沿った医療を行うこ の在り方が必要になってくると感 じた」「訪問看護では、ただ症状を看るだけではなく患
との重要性 者さんの生活背景にまでも目を向けることの大切 さを学んだ」
地域で働く医療者はそ 「地域医療はやはり地域やそこに住む住民を知ってこそ成 り立つのだろ うなと感 じた」
の地域を知ることが必 「医療というものはその環境にあった形であらなければならないし、その仕事に就 く人も
要 その環境についてしっかりと理解 していなければならないと感 じた」
「地域医療に対するモチベーションが高くなるのを感 じた」「自分の中にある医師になり
地域医療に対するモチ たいとい う強い思いがわきあがり、モチベーションをあげることができた」「地域医療は
ベ ー シ ョンの 向 上 とても大変だと思うが、すごくや りがいがあるのだろうと今まで考えていたよりも思え
る よ うに な った 」
地域医療への関心や
モチベーションの向
上
島で働く医療者や島民
からの刺激
「島で医療に携わる人も、島の医療にやりがいや誇りを持っていて素晴らしい」「島民は
離島での生活を楽しんでいることを知 り、自分もそ ういった思いに応 えられるような地
域の医師にな りたいと、決意を新たにすることができた」
「地域医療の厳 しさも実感 したが、同時にやりがいも感 じ、自分の将来のビジョンが見
今後の展望と自己課題 えてきた」「学生の うちに多くの地域を見て歩き、地域の医療の現状と住民の方々と触れ
の明確化 合 うことで、自分が何をすべきか明確になると思った」「座学で学べないことの多さに驚
かされ、再び、今度は単身で在学中に地域医療の診療所をまわってみたいと思った」
「島民がどれだけ医師を必要としているかを感 じた」「離島の医療ではどの分野にも対応
島民の医療に対する期 できる力が求められていることがわかった」「利尻島で求められている医療の形、北海道
医療者および札医大 待 本土と海で隔たれているため、本土のいわゆる地域と呼ばれる市町村よりも、さらに
に対する島民の期待 『何でも診ることができる』医療施設が必要とされているのではないかと思った」
の大きさ
地域医療における札医
大の役割
「この実習への島民の期待と札医大が地域医療に大きな役割を担っていることを感 じた」
離島医療の現状の厳
離島の産科の現状
「島では基本的には子供が産めないので、産む前に島を出ないといけないと言 うことが
わかった」
しさ
離島の リハビリの現状 「利尻の病院には理学療法士がいないという現状を知った」
ことの重要性、3)地 域医療への関心やモチベーションの
向上、4)医 療者および札医大に対する島民の期待の大き
さ、5)離 島医療の現状の厳 しさの5つ のサブカテゴリー
が抽出された。
1)　医療者 としての患者 との関わりの大切 さ
　医療実習では、実際の医療現場での体験を通 し、コミュ
ニケーションカの不足を知 り、『コミュニケーションの難
しさと大切さ』を感 じていた。病院で患者が思っているこ
とや して欲 しいことを積極的に医療者に話 している姿や利
用者に対 して家族のように接する看護師の姿を見ることで
『医療者 と島民の近い距離』に気づいた。 どの記述におい
ても学生は、実際に自分の 目で見た医療者と会話する島民
の様子を記載 していた。
2)島民の生活や状況に沿った医療を行 うことの重要性
　島民の多くが漁業に従事してお り、漁の時期には無理を
してでも働かなければならないことや、島では高齢者が非
常に多い、医療者が病気だけを診るのではなく、患者さん
の背景にも気を配っている様子などから、『島民の生活背
景や状況に沿った医療の大切さ』を感 じていた。また、看
護師はじめ医療実習で接 した多くの医療従事者が、島民の
生活を理解 し、生活のジズムに沿って対応 している姿を見
て、『地域で働 く医療者はその地域を知ることが必要』で
あることに気づいた。
3)地域医療への関心やモチベーションの向上
　学生は、本実習で、地域で働いている医療者の様子の見
学や、医療者の指導のもとでの簡単な補助的仕事を経験で
きる機会を与えられ、実際に地域医療に触れることができ
た。そして、直接体験できたことが 『地域医療に対するモ
チベーションの向上』につながり、大変 さと同時にや りが
いのある仕事ではないかと思えるようになっていった。ま
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た、医療者や島民と直接話す事ができた、コミュニケーショ
ンが うまくいかないとい う苦労を一方で感じながらも、彼
らとの関わ りの中で 『島で働 く医療者や島民からの刺激』
を受け、様々な気づきを言葉に した。そして、その体験が
「自分の将来のビジョンが見えてきた」、「単身で在学中に
地域医療の診療所を回ってみたい」などの記述に見られる
ように 『今後の展望と自己課題の明確化』につながってい
た。
4)医療者および札医大に対する島民の期待の大きさ
　離島では医療者が不足しており、地理的に不利な条件の
中で、学生は 『島民の医療に対する期待』を知ることがで
きた。 さらに、このような土地に住む離島の住民が学生を
温かく迎えてくれた背景には、自分達の将来に対する島民
の熱い期待があることを感 じ、『地域医療における札医大
の役割』を意識 していた。
5)離島医療の現状の厳 しさ
　島の医療に関して島民や医療者から 「島では子供が産め
ない」、「利尻の病院には理学療法士がいない」などの話 し
を聞き、『離島の産科の現状』お よび 『離島の リハ ビリの
現状』に気づいた。
∬ グループ学習での発表記録
フォ トボイス活動並びに合同発表会にむけてのグループ
学習での発表記録から、生活体験 ・自然観察(表3)お よ
び医療実習体験(表4)に おける学生の気づきを分析 した。
学生の気づきの多くは、すでに述べたレポー トの記載内容
から抽出された気づきのカテゴリー と同様であった。以下
にレポー トからは抽出できなかったカテ ゴリーとサブカテ
ゴリー(表3・4の 網掛け箇所)に ついて述べる。
1.生活体験 ・自然観察における学生の気づき
1)人々の温かさ ・優 しさ、人々のつながりの強 さ
　実習中に島民から受けた優 しさについて、学生は 『島民
の優 しさは無意識のもの』と表現 していた。島民の優 しさ
については個人のレポー トでも述べ られていたが、その優
しさの背景について、何かを意図 して行ったことではなく
表3　 生活体験 ・自然観察における学生の気づき 【グループ学習での発表記録から】
学生の気づき
具体的な記述例
カテ ゴ リー サブカテゴリー
人々の温かさ ・優し
さ、人々のつながり
の強さ
島民の優しさは無意識
のもの
「島民は当た り前のように助けてくれ、島民の優 しさは無意識のものと感 じた」
島民どおしの支え合い
と共有
「地域安全七夕に集いの短冊に書かれた文言から、人々がお互いの幸せを願っている事
を知った」「人々は職種 ・出身地 ・年齢などの様々な枠をこえて協力して生活をしていた」
「1500日も続いていた事故死0が実習の直前に破られてしまったが、会 う島民の方々がそ
のことを皆悲しんでおり、悲 しみが共有されていると思った」「高齢者が離島で暮らして
いくためには、家族の支えはもちろん、地域全体が一体となって支援 していくことが大
切」「非常に多い高齢者を地域全体で支えていることを知った」
離島独自の生活習慣
を把握する大切さ
離島ならではの生活習
慣
「バスの時刻表を見て、自分達の生活の リズムと異なる事を知った」「家の軒先に重ねて
おかれたマキの山を見て、古き良きぬくもりを感 じた」「利尻の時間は日の出とともに始
まり、日の出とともに終わるように感 じた」「この島ならではのことから利尻島の生活を
知ることができた」「ガソリンが高い事に驚いたが、高くても車に乗らなければ生活でき
ない現実を知った」「利尻では、人と仕事とい うのが大変密接に結びついていると感 じた」
地域の健康を支える陶
芸教窒
「フォトボイスで尋ねた陶芸教室が、単に陶芸を習 う場所ではなく、地域の健康を支え
る場になっていることを知った」
今まで知らなかった
離島の良さ 島に対する印象の変化
「利尻に行ってみて、不便は不幸ではないと思った」
島の仕事の大変さと
人々の仕事に対する
誇り
漁業の辛さ・大変さ 「ケガをしていても働かなければならない人々に会った」
誇 りを持って働いてい
る島民への感動
「昔ながらの手法にこだわり誇りを持ってコンブの加工をし続けている事に感動 した」
漁業以外の仕事への理
解
「利尻と言えばウニという理解 しかしていなかったが、砕石場で働 く人々を見て、水産
業以外で生計をたてている人々がいることを知った」
島の毯事を支える家
族の絆
家族で支える島の仕事
「ウニ漁は生活の 一部であ り、一家総出で働いてお り、最盛期の夏は寝 る時間を削って
働かなければならない」「昆布加工場で働いている人たちは女性が多く、実際に若者が少
ない事を肌で感 じた」「漁とい うのは漁師一人が獲物を引き上げることだけを意味するの
ではなく、他にも様々な作業があり、漁は家族全員でするものだと感 じた」
働く母を見て育つ子ど
も達
「仕事場で働く母親の側に子どもがいることから、母親の背をみて子 どもは育っと思っ
た」
島の自然の豊かさ 島の自然の豊かさ
「札幌は町の中で自然を探すのに対 して、利尻は自然の中に町があると感 じた」「夜の星
は今まで見た事もないほど美しかった」
口 ・レポー トからは抽出できなかったカテゴリーとサブカテゴリー
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表4　 医療実習体験における学生の気づき 【グループ学習での発表記録から】
学生の気づき 具体的な記述例
カ テ ゴ リー サブカテゴリー
医療者 としての患者 と
の関わりの大切さ
コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの
難 し さ と大 切 さ
「住んでいる人と実際に会話することが重要」「コミュニケーションの難しさを感 じた」
医療者と島民の近い距
離
「医療者と患者の距離の近さを感 じた」
僑頼閣慈の炎翅さ
「高齢者の方が、離島とい う環境で暮らしていくためには、支援する人とそれを利用
する人の間に信頼関係が築かれることが大切」
島民の生活や状況に沿っ
た医療を行うことの重
要性
島民の生活背景や状況
に沿った医療の大切さ
「長生きのための医療ではなく、生活に密着 した生活を支える医療が大切」「診療所の
実際の診療時間は、ウニ漁の有無、バス時間などに左右 される」
島疑の考蓬る緩療への
不安
「触れ合った島民の多くが医療への不安を口にした」
地域医療への関心やモ
チベーションの向上
地域医療に対するモチ
ベーションの向上 「地域医療を志す上で大変勉強になった」「地域医療への関心が高まったJ
口 ・レポー トからは抽出できなかったサブカテゴリー
島民から自然に表出された"無 意識的"な ものであったと
考えていた。さらに、島民のつなが りの強さについて、七
夕の短冊に書かれた文言や交通事故で亡くなった小学生の
死をどの地域の住民も口にしており、「人々がお互いの幸
せを願っていることを知った」 「悲 しみが共有 されている
と思った」など、より具体的な内容を示 しながら学生自身
が感 じたことを表現 していた。
2)離島独 自の生活習慣を把握する大切さ
　離島の生活習慣 を知ったことについて、 レポー トでは
「ガ ソリンが高いなどの発見があった」 と述べていたが、
グループ学習の記録では 「ガソリンが高いことに驚いたが、
高くても車に乗 らなければ生活できない現実を知った」と
表現 し、気がついた事実に留まらず、さらに踏み込んだ気
づきの記述が見られた。また、フォ トボイスで尋ねた陶芸
教室で、学生は島の人々と一緒に陶芸を行ったが、主催者
や利用者 との話 しから陶芸教室が 『地域の健康を支える陶
芸教室』であることに気づいた。
3)島の仕事の大変 さ
　 「ケガをしていても働かなければならない」島の仕事の
大変さに目を向けながらも、一方で仕事に対して誇 りを持っ
て働いている人々に気づいた。フォ トボイス活動で訪れた
昆布の加工工場で、仕事へのこだわりや誇 りにも目を向け、
「昔ながらの昆布加工への感動」と表現していた。 さらに、
グループ学習での発表記録では、利尻=ウ ニと昆布 との意
識が強かった学生が、漁業以外で生計を立てている多 くの
島民がいることに気づき、『漁業以外の仕事への理解』も
なされていた。
4)島の仕事を支える家族の絆
　このサブカテゴリーは学生のレポー トには表 されていな
かった気づきである。漁業は漁師一人が行 うものではなく
様々な工程がある。 ウニの殻割 りや昆布の整形現場で多 く
の女性や高齢者が働いていることに気づき、『家族で支え
る島の仕事』についての気づきが見 られた。さらに、子供
を背負って働 く女性や、子供たちが母の側で母の仕事を見
ている写真を撮影 したことで 『働く母を見て育つ子ども達』
の存在に気がっいた。
2.医療実習体験における学生の気づき
1)医療者として患者 との関わ りの大切さ
　コミュニケーションの大切 さや医療者 と島民の距離の近
さに加えて、離島とい う環境で医療者 として島民を支えて
いく上で、支援する人とそれを利用する人との間の 『信頼
関係の大切さ』を感 じていた。
2)島民の生活や状況に沿った医療 を行 うことの重要性
　グループ学習での記録では、多くの島民が島の医療に対
して不安であることを口に していたことに気づき、島民に
沿った医療を行 うことの重要性 を理解 していた。
考 察
　学生が実習後に記述 したレポー トとグループ学習の発表
記録から、学生の 「気づき」に着目し、図1に示したレポー
トとグループ学習の流れにそって考察する。
　地域医療は 『地域を良く知る事から始まる』1)、という
考えの基に、離島地域医療実習が実施 されており、初年度
の離島実習において、参加 した学生が多くの学びを得るこ
とができたと報告されている6)。二年目の今回の実習にお
いても、今まで自分が体験 したことも見たこともない環境
の中で住民と関わることによって、離島の暮 らしを知るこ
との重要性に気づいたことが学生のレポー トの記載から明
らかになった。学生は、直接島民と接す ることによって、
"人々 の温かさ ・優 しさ、人々のっながりの強さ"に気づ
いた。半数以上の学生がこの点に関して記述 しており、都
会 とは異なる人間関係の深さを実感 したようであった。な
ぜ島民は優 しいのか、島民同士のっながりの強さはどうし
て生まれるのかなどに言及 した記述は見られなかったが、
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今後、学生の記述にあるように 「在学中に地域医療の現場
をまわってみる」ことで、各自がその答えを見つけて行く
ことができると考える。また、これまで都会の生活と比べ
て 「島の暮 らしはつまらない」とい うマイナス面にのみ向
けられていた関心が、実習中に人々と触れ合 う中で、「島
なりの楽 しみ」や 「島の元気さ」に気づき、島に対する印
象のプラスの面への変化が見られ、地域を知る視点が広がっ
ていった。 さらに、学生は島の生活や 自然に触れ、「驚い
た、非常に貴重な体験だった」と表現していた。 このこと
は、「自然の豊かさへの感動」 とい う実感を伴 う体験から
得られた気づきとも言える。藤岡ら7>は、体験学習で最 も
大切なのは 「気づき」であり、心を揺 さぶ られるような気
づき、はっとするような気づきがあってこそ、より深 く実
感 し理解につながると述べている。学生は利尻島で実感を
伴った体験をし、その後のレポー ト作成や発表のためのグ
ループ学習を通して島の生活の良さや不便 さの両側面を捉
えることで、利尻島の生活に対するより深い理解につながっ
たと思われる。
　 医療実習では、「コミュニケーションの大切 さや難しさ」、
「人 として患者を診る」など、医療活動において基本 とな
る気づきばかりでなく、「漁が忙 しいと病院に行けないこ
とに驚いた」、「島の人達の生活に医療を合わせる必要性が
あると感 じた」など島特有の医療の形に驚く気づきも見 ら
れた。田島8)は、看護行為は人 とのかかわ り合いで成 り立
ち、クライエン トは年齢 ・性差 ・個性 ・生活背景などに影
響 される健康をめぐるニーズをもっていることを認識 して
専門職者 として関わ らなければな らないと述べている。医
療職者 として関わる際には、対象者の背後にある生活環境
や家族について把握 していなければ、よりよい医療を提供
することはできない。本実習での体験は、対象者を中心と
した医療の大切さを意識づけるきっかけになっていると考
えられた。医学部生を対象とした早期医療体験実習の教育
効果を 「気づき」に着眼 して分析 した研究9)では、実習を
通 してコミュニケーシ ョン能力の重要性、医療 と社会の関
わ り、患者と家族の関わ り等について深く考える機会を持
つことができたと評価 していることが報告されている。 こ
のように、専門的な学習がほとんど行われていない低学年
次学生においても、体験を伴 う実習によって多くの気づき
がもたらされていることが裏付けられている。また、島の
医療機関で働 く人々はや りがいや誇 りを持って働いている
姿に触れ、自分の中にある地域医療への関心やモチベーショ
ンの向上に気づいた記述は、実際に現地に赴き、人々に触
れ、体験 しなければ意識 されなかったものと考えられ、体
験することの重要性 を示 していると考える。学生は、「島
の人達の生活に医療を合わせる必要性」や 「患者一人一人
の性格や生活実態まで把握 して人 として患者を診ることの
理解」 という島特有の医療のあり方に気づいていたが、こ
の背景には、実習を生活体験、医療実習の順序で行ったこ
とが大きいと考える。島の生活や仕事の具体的内容を経験
した生活体験で生 じた驚きや感動が、「このような離島に
住む人々の生活や風習、考え方、環境などその地域を知 ら
なければいけないこと」の学び となり、その後の医療実習
体験が島民の生活と医療の密接なつながりへの理解になっ
たと考えられる。我々は先に離島実習における体験内容の
順序性 も大きな学びの要因であると分析 した報告6)を行っ
ているが、2年 目の実習でもこのことが確かめられた。今
後、さらに学習の順序性の効果についても検討 していきた
い。
　 グループ学習後のフォ トボイスや合同発表会の記録にお
いて、島民同士の支え合いや交通事故死ゼロの記録が1500
日達成後の死亡事故に対する島民の悲 しみの共有、そして
家族総出でなされ る島での仕事の様子か ら、"人 々のつな
がりの強さ"や"人 々の仕事に対する誇 り"、"島 の仕事
を支える家族"に ついて具体的な言葉で表現 していた。 さ
らに 「仕事場で働 く母親の側に子どもがいる」ことは、レ
ポー トでは記述のなかった内容である。 レポー トの記載 と
いう個人の作業では意識化 されなかった視点や気づきが、
写真を用いて話 し合 う、お互いの気づきを話 し合 うという
グループ学習によって、より具体的で明確になり、表現の
変化や気づきの広がりにっながっていったものと考える。
フォ トボイスは撮影 した写真に撮影者の意図を表す言葉
(ボイス)を 付ける作業を伴 うが、このような作業は学生
の気づきを促す うえで有効な手段であったと考えられる。
平成20年度より地域医療合同セ ミナー1に 導入され、新 し
い教育方法 としての効果が期待 されている1°)。我々も地域
の生活および地域医療に対する学生の理解がより深まるこ
とを期待 し、平成21年度よりフォ トボイス活動を導入した。
実習終了後、地域医療合同セ ミナー1の グループ学習の中
で、写真(フ ォ ト)に対するボイスを付けていく作業の中
で、自分の気づきを客観的にふ りかえり、離島の生活や医
療への理解を深めていた。
　我々が学生に対 して課 した実習終了後の個人 レポー トの
作成およびグループでの検討は、実習における体験の 「気
づき」を深める学習である。安酸')は、経験型実習教育で
は、学生に直接的経験を与えられる学習環壌を設定 し、そ
の意味づけをする反省的経験の過程が促進 されるような学
習の場をデザインし、学生による探求が進むように援助 し
ていく教授活動が必要であると述べている。今回の実習で
我々が学生に課 したレポー ト課題 とグループ学習は、反省
的経験の過程が促進 される場をデザインしたもの と言えよ
う。このような体験の意味づけによって次なるステ ップに
つなげていくことが可能になると考える。Kolb12)の経験学
習モデルでは、具体的な体験を受け、抽象的な概念化、そ
して能動的な試みへ進むためのステップとして、内省的な
観察=ふ りかえりが位置づけられてお り、大学教育におけ
る 「ふ りかえ り」能力の支援に対す る教員の役割は大き
い3)としている。今回のグループ学習では、各グループを
1～2名の教員が担当した。フォ トボイスのファシリテー
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ターとしての役割については、教員のための学習会を行い、
学生の担当に当たったが、今後はふ りかえりに対する教員
のファシリテーションの方法s)について教員が学習し、ふ
りかえることの効果を高めていく教育方法を再検討してい
くことも必要であると考える。
ま　 と　め
　平成21年度離島地域医療実習の参加学生の実習後のレポー
トの内容およびグループ学習での発表記録を分析 し、学生
の 「気づき」に着目して検討した。 レポー トの記述内容に
おいて学生は実習体験に基づく多くの気づきが得られてい
たが、グループでの発表記録では、さらに具体的な 「気づ
き」の内容が記載されていた。「気づき」を促 した要因と
して、実際に離島で島民の生活や医療の現場を体験 したこ
とに加 え、実習後の個人レポー トおよびグループ学習での
話し合いを行ったことがあげられる。学生は気づきを言語
化 し、仲間と共有することで、利尻島に暮 らす人々の生活
や離島医療に対する理解を深めていった。
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